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イチΰはڙࢠから大人まで޿く޷ま
れる果物である。日ຊでは，生産ஈ
֊では野菜としてѻうが，植物分類
面でも果थにۙく，ྲྀ通・ফඅ分野
では果物としてѻう。全国のԷചࢢ
場の取ѻֹۚは໿ 1
��0 ԯԁ（2019
年）で，園ܳ඼目の中ではトマトや
Ωュウリ，ミΧン，リンΰなどを上ճ
る重ཁな園ܳ作物の一つになってい
る。全国の作෇面ੵは �
110IB，ऩ
֭ྔは 1��
200U（2019 年農ྛਫ産
ল౷ܭ）である。現在の࠿ഓイチΰ

（F r ag ar i a º an an as s a）は，1� 世紀中
頃にオランダで作出された，ೆアϝリ
Χ大཮੢ւݪ؛産の野生種チリーイチ
ΰ（F .  c h i lo en s i s ）とアϝリΧ合ऺ国
౦部ݪ産の野生種バーδχアナイチΰ

（F .  v i r g i n i an a）との種間雑種に起ݯす
る。日ຊにはށߐ時代末期に఻えられ
たが，ຊ格的に導入されたのは明࣏時
代に入ってからである。日ຊでの育種
は，1�99（明࣏ �2）年に新宿植物御
ԓ（当時はࣨߖの御ྉԓ）で෱Ӌҳ
人ࢯによってフランス඼種ʮ(eOeSBM 

DIBO[Zʯの実生からʮ෱Ӌʯ（ਤ �1）
が育成されたのに始まる。イチΰは
19�0 年代までは � ʙ � 月に৯べるق
અ的果物であったが，࠿ഓٕज़の開発
と඼種の改ྑが進み，現在では΄ぼ周
年څڙが可能になっている。

ຊߘでは，イチΰのجຊ特性およͼ
作型の変ભと特௃について解આする。

���ੜҭͷಛੑ

イチΰは宿根性多年生草ຊで，ق࢛
に応じて茎௖のػ能を変化さͤなが
ら，ӫཆ生長と生殖生長をߦっている。
植物体は葉部・ף部（クラウン）・根
部からなる。

自વ৚݅Լでは，春，果実ऩ֭のલ
後からランナーとגࢠが発生し，9 月
までଓく。ळޱの୹日௿Թによって，

ランナーの発生が止まるとともに，主
茎の௖芽から生殖生長にస׵し始め，
やがて花芽分化期をܴえる。これ以߱，
新生葉はᛙখとなり，葉ฑも୹くな
り，ג全体がᛙ化しٳ຾に入る。そし
て，ཌ春の長日高Թによって花芽が発
達し，葉ฑも長くなり，஍Ҭによって
異なるが，おおむͶ � ʙ � 月に開花期，
� ʙ � 月に成熟期をܴえる（ਤ �2）。

���Ֆժ෼Խಛੑ

イチΰはԹ度・日長に対する花成൓
応から，一ق成り性とق࢛成り性に大
別できる。

 一ق成り性イチΰは௿Թと୹日が
花成をଅ進するが，ある限界以Լの௿
Թでは日長に関܎なく花成が進む。ٯ
に，ある限界以上の高Թでは，日長が

Πνΰͷܕ࡞ͷมભとಛ௃
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どうであれ花成は始まらない。඼種に
よりいくらか異なるが，多くの඼種は
�ˆ以ԼでおおむͶٳ຾し，花成もఀ
止している。� ʙ 1�ˆでは日長に関
なく花芽を分化し，໿܎ 2�ˆ以上に
なると日長に関܎なく，つまり日長が
いくら୹くても花芽を分化しない。花
芽分化の限界Թ度は 2�ˆとしている
が，実ࡍは඼種によって 22 ʙ 2�ˆと
異なり，ळのԹ度としては 1 Χ月以上
の෯がある。一方，ق࢛成り性イチΰ
は，長日によって花成がଅ進される。

ͷมભܕ࡞���

わが国はقઅ෩の影響でق࢛がはっ
きりしており，年間のؾԹࠩが大きく，
自વ৚݅で一ق成り性イチΰの果実を
生産できるのは൩ळおよͼ初春から初
Նにか͚ての 1 ʙ 2 か月に過͗ない。
このようにऩ֭期間が୹いわが国でऩ
֭をૣめて長期間にわたって生産する
ために多様な作型が開発されてきた。

一方，世界の多くの஍Ҭでは自વ৚
݅で果実生産にదする時期に࠿ഓさ
れ，قઅによって生産஍が移動してい
る。また，あるいは஍中ւԊ؛஍Ҭや
アϝリΧのΧリフΥルχアभでは年間
を通じてԹஆで，長期間生産されてい
る。このため，作型は΄ぼわが国ಠ自
の֓念である。現在，イチΰで作型ま
たはそれに類ࣅした࠿ഓ体ܥが発達し
ているのは，わが国をはじめとする౦
アδアと，オランダ，ϕルΪーといっ

たヨーロッύの一部の஍Ҭである（ࢪ
ࢁ 2010）。

わが国にお͚る最初の作型分化は明
能஍۠で始まっٱݝ時代末期に੩Ԭ࣏
たੴ֞を利用したଅ成࠿ഓである。当
初はւ؛のۄੴでੴ֞をߏஙしたが，
ত࿨元（192�）年頃からコンクリー
トにస׵された。඼種はʮ7iDUoSiBʯ，

ʮ෱Ӌʯ౳が用いられた。� 月Լ०頃
にԾ植し，9 月Լ०ʙ 10 月上०に定
植し，ऩ֭は 12 ʙ � 月までߦい，ശ
٧めされて出ՙされた（ੴ௩ 19�0）。
その後，۽୔が 19�0 年代に野菜の作
型の֓念をఏ起したが，その当時のイ
チΰの作型はද �1 のࣔすとおりであ
る。今日のように作型分化が進んだ
のは，19�1 年に農業用プラスチック
が開発され，อԹԼでの経済࠿ഓが
可能になったことが大きな誘Ҽであ
る。19�0 年代にトンネル࠿ഓが試み
られ，その後Ϗχールϋウスを利用し
た半ଅ成࠿ഓが֤஍にී及し，19�0
ʙ 1970 年代には半ଅ成࠿ഓの生産҆
定化をਤるためにٳ຾打ഁٕज़がਫ਼
ྗ的に研究された（加౻ 19��ʀ౻ຊ
1971）。その後඼種と࠿ഓٕज़の開発
により作型は変ભし，19�0 年代後半
には現在の主ཁ作型のݪ型が֬立され
た（ද �2）。現在，౦๺஍方や๺ւಓ
を中心としたפ高ྫྷ஍でՆळどり࠿ഓ

が֬立されつつあり，ଅ成࠿ഓとՆळ
どり࠿ഓの 2 つの作型により周年生
産が΄ぼ達成されている。

���Πνΰͷٳ຾ͱܕ࡞

 イチΰは通常，୹日・௿Թ৚݅Լ
でٳ຾を開始し，その過程で花芽を分
化さͤるとともに，次ୈにٳ຾をਂめ
ていき，11 月頃にٳ຾は最もਂくな
る。ٳ຾中にגはᛙ化し，ෆྑڥ؀へ
の଱性がڧまった状態にあるが，やが
て๚れる春にඋえてٳ຾を打ഁしてお
く必ཁがある。

ද��　����೥୅ͷܕ࡞ͱ඼छ

作型 収穫期 品種 主産地

促成栽培
12～3月

2～3月

福羽

ビクトリア
暖地

早熟栽培 4～6月
アメリカ、大正

ダービー、宮崎

暖地

近郊地

水田裏作 5～6月
アメリカ、

砂糖（幸玉）
東海以西

晩採栽培 6～7月 各種 暖地山間部

熊沢・阿部 1956

表－1　1950年代の作型と品種 ද��　����೥୅ޙ൒ͷܕ࡞

作型 作型呼称 定植期 収穫期 備考

電照加温促成 9中～下 11中～6上 ジベレリン処理，ポット育苗

電照促成

加温促成
9上～下 11下～6中 高冷地育苗，短日処理，低温処理

促成 9上～下 11下～5下

電照加温半促成 10上～中 2中～5下 マルチ

電照加温半促成

株冷半促成

半促成 10上～12上 1下～6上 高冷地育苗

早熟 トンネル早熟 9中～10下 4上～6中 遮光

露地 10上～下 5上～6下

夏秋どり 4上～6下 7上～11下 中山間地，四季成り

抑制 抑制 8下～9中 10上～12下 長期株冷

野菜･茶業試験場（1989）より作成，温暖地中心

表－2　1980年代後半の作型　　　　　

普通

10上～12上 1下～5下 ジベレリン処理，遮光

促成

半促成

ද��　Πνΰ඼छͷٳ຾ಛੑʢԭଜ�����ʣ

品種 低温要求量

福羽 ほとんど要しない

はるのか 40

とよのか 50～100

アスカルビー 100

さちのか 150～200

愛ベリー 200

女峰 200

あかねっ娘 200

とちおとめ 200

濃姫 250

宝交早生 400～500

ダナー 500～600

盛岡16号 750～1000

けんたろう 1000

北の輝 1000～1250

注）5℃以下の低温遭遇時間数

表－3　イチゴ品種の休眠特性（沖村 2003）
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຾打ഁには，௿Թにૺ۰することٳ
が必ཁである。ٳ຾ཁྔٻは，一般に
�ˆ以Լの௿Թのੵ۰ૺࢉ時間でදさ
れる。௿Թཁྔٻは඼種によって異な
り，ٳ຾のઙ（୹）い඼種では 100
時間程度，ਂ（長）い඼種では 1000
時間程度となる（ද ຾打ഁ後ٳ。（��
はԹ度上ঢとともに草੎がճ෮し，開
花・݁実をして � ʙ � 月にऩ֭をܴ
える。

こうしたイチΰのجຊ的な生理生態
である，花芽分化とٳ຾を人ҝ的にコ
ントロールすることで，ऩ֭時期や࠿
ഓ方๏が異なる֤種作型が開発されて
いる（ਤ ��，ද ��）。

ͷಛ௃ܕ࡞֤���

イチΰの作型のݺশや֓念は時代に
より多গ変化しているが，ݪଇ的には
ଅ成࠿ഓ，半ଅ成࠿ഓ，ૣ熟࠿ഓ，ී
通࠿ഓ，抑制࠿ഓとݺばれてきた。ۙ
年のʮՆळどり࠿ഓʯはऩ֭時期でݺ
ばれており，このݪଇからはずれてい
るが，現在の一般的なݺশにैってʮՆ
ळどり࠿ഓʯとݺͿことにする。

�
�ଅ੒࠿ഓ

わが国の全生産ྔの 90ˋ以上を占

める中心作型である。ٳ຾がਂくなっ
てᛙ化するલのʮ半ٳ຾ʯの状態をҡ
う。Թஆ஍やߦし，年内よりऩ֭を࣋
ஆ஍のؾ候にదし，ٳ຾のઙい඼種を
利用する。9 月上中०に定植した後，
10 月Լ०にอԹおよͼ加Թを開始す
ることでٳ຾を抑制し，半ٳ຾状態で
ऩ֭をଓ͚る。ٳ຾抑制の手ஈとして，
ిরやδϕϨリンॲ理もߦわれる。

また，後ड़するように花芽分化ଅ進
ॲ理によりऩ֭開始時期をૣめること
が可能で，高୯価期の出ՙを目的とし
たૣ期出ՙ作型が֬立されている。
花芽分化促進技術

ଅ成࠿ഓでは一般にૣ生඼種が利用
される。ૣ 生性はҨ఻的特性であるが，
ഓ৚݅でも変化するため，൩生඼種࠿
を育බٕज़によってૣ生඼種ฒみにૣ
く開花さͤることも可能である（৿Լ
ら 1991）。通常，これを花芽分化ଅ
進とݺͼ，ଅ成࠿ഓではこれまでに
様々な花芽分化ଅ進ٕज़が開発され，
ऩ֭期のલ進がਤられてきた。花芽分
化ଅ進ٕज़には，୹日ॲ理，௿Թॲ理，
ःޫॲ理，ࢁ上͛育බ，அ根ॲ理，ϙッ
ト育බなどがある。多くの場合はこれ
らを૊み合わͤて利用するが，その中
心となるのは୹日໷ྫྷॲ理（໷ྫྷ）と，
௿Թ҉ࠇॲ理（ྫྷג）である。୹日

໷ྫྷॲ理では，日中の � ʙ 9 時間だ
͚ޫに当て，໷間 1� ʙ 1�ˆを 1� ʙ
20 日間ଓ͚るが，ன間にג෇ۙのԹ
度が上がりす͗ると分化が஗くなる
ので，ःޫなどによりԹ度の上ঢを
防ぐ。また，௿Թ҉ࠇॲ理では，12
ʙ 1�ˆྫྷଂを 1� ʙ 20 日間実ࢪする
が，్中で 1 ʙ 2 ճྫྷଂࣨから出し
てཅޫに当てたり，ࣨ内でޫܬ౮に 1
日 � 時間当てたりして，גのফ໣を
ճආする。いずれのॲ理でも，花芽
分化の予定時期より �0 ʙ �0 日લに
஠ૉࢪ用を打ち੾って，ג内の஠ૉ
ೱ度を௿めておくと，一૚花芽分化
がૣくなる。

�
�൒ଅ੒࠿ഓ

一度ٳ຾さͤた後，ٳ຾֮੧్中か
らอԹをߦい，2 ʙ � 月にऩ֭を開始
する作型である。๺関౦以๺の高ྫྷ஍
で，ଅ成࠿ഓよりٳ຾がਂい඼種を利
用して࠿ഓされている。9 月Լ०に定
植したגは一度ٳ຾状態になるが，自
વ௿Թを経過することによりٳ຾は打
ഁされる。อԹ開始時期は 12 月中Լ
०で，�ˆ以Լのੵ۰ૺࢉ時間が �00
ʙ �00 時間を目҆にする。これより
ૣくอԹすると茎葉はᛙ化し，஗す͗
ると茎葉がԢ盛になりす͗，いずれの
場合もऩྔがগなくなる。

なお，౦๺஍方のྫྷפ஍では，ٳ
຾打ഁを意識的に஗らͤ，2 月͝ろよ
りอԹを開始する௿ԹΧット࠿ഓが
຾֮੧状態の೺Ѳٳ。われているߦ
と，อԹ開始時期のܾ定がϙイント
となる。

ਤ ��　Πνΰͷ֤ܕ࡞ͱٳ຾ʢ໛ࣜਤʣ
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れる。௿Թཁྔٻは඼種によって異な
り，ٳ຾のઙ（୹）い඼種では 100
時間程度，ਂ（長）い඼種では 1000
時間程度となる（ද ຾打ഁ後ٳ。（��
はԹ度上ঢとともに草੎がճ෮し，開
花・݁実をして � ʙ � 月にऩ֭をܴ
える。

こうしたイチΰのجຊ的な生理生態
である，花芽分化とٳ຾を人ҝ的にコ
ントロールすることで，ऩ֭時期や࠿
ഓ方๏が異なる֤種作型が開発されて
いる（ਤ ��，ද ��）。

ͷಛ௃ܕ࡞֤���

イチΰの作型のݺশや֓念は時代に
より多গ変化しているが，ݪଇ的には
ଅ成࠿ഓ，半ଅ成࠿ഓ，ૣ熟࠿ഓ，ී
通࠿ഓ，抑制࠿ഓとݺばれてきた。ۙ
年のʮՆळどり࠿ഓʯはऩ֭時期でݺ
ばれており，このݪଇからはずれてい
るが，現在の一般的なݺশにैってʮՆ
ळどり࠿ഓʯとݺͿことにする。

�
�ଅ੒࠿ഓ

わが国の全生産ྔの 90ˋ以上を占

める中心作型である。ٳ຾がਂくなっ
てᛙ化するલのʮ半ٳ຾ʯの状態をҡ
う。Թஆ஍やߦし，年内よりऩ֭を࣋
ஆ஍のؾ候にదし，ٳ຾のઙい඼種を
利用する。9 月上中०に定植した後，
10 月Լ०にอԹおよͼ加Թを開始す
ることでٳ຾を抑制し，半ٳ຾状態で
ऩ֭をଓ͚る。ٳ຾抑制の手ஈとして，
ిরやδϕϨリンॲ理もߦわれる。

また，後ड़するように花芽分化ଅ進
ॲ理によりऩ֭開始時期をૣめること
が可能で，高୯価期の出ՙを目的とし
たૣ期出ՙ作型が֬立されている。
花芽分化促進技術

ଅ成࠿ഓでは一般にૣ生඼種が利用
される。ૣ 生性はҨ఻的特性であるが，
ഓ৚݅でも変化するため，൩生඼種࠿
を育බٕज़によってૣ生඼種ฒみにૣ
く開花さͤることも可能である（৿Լ
ら 1991）。通常，これを花芽分化ଅ
進とݺͼ，ଅ成࠿ഓではこれまでに
様々な花芽分化ଅ進ٕज़が開発され，
ऩ֭期のલ進がਤられてきた。花芽分
化ଅ進ٕज़には，୹日ॲ理，௿Թॲ理，
ःޫॲ理，ࢁ上͛育බ，அ根ॲ理，ϙッ
ト育බなどがある。多くの場合はこれ
らを૊み合わͤて利用するが，その中
心となるのは୹日໷ྫྷॲ理（໷ྫྷ）と，
௿Թ҉ࠇॲ理（ྫྷג）である。୹日

໷ྫྷॲ理では，日中の � ʙ 9 時間だ
͚ޫに当て，໷間 1� ʙ 1�ˆを 1� ʙ
20 日間ଓ͚るが，ன間にג෇ۙのԹ
度が上がりす͗ると分化が஗くなる
ので，ःޫなどによりԹ度の上ঢを
防ぐ。また，௿Թ҉ࠇॲ理では，12
ʙ 1�ˆྫྷଂを 1� ʙ 20 日間実ࢪする
が，్中で 1 ʙ 2 ճྫྷଂࣨから出し
てཅޫに当てたり，ࣨ内でޫܬ౮に 1
日 � 時間当てたりして，גのফ໣を
ճආする。いずれのॲ理でも，花芽
分化の予定時期より �0 ʙ �0 日લに
஠ૉࢪ用を打ち੾って，ג内の஠ૉ
ೱ度を௿めておくと，一૚花芽分化
がૣくなる。

�
�൒ଅ੒࠿ഓ

一度ٳ຾さͤた後，ٳ຾֮੧్中か
らอԹをߦい，2 ʙ � 月にऩ֭を開始
する作型である。๺関౦以๺の高ྫྷ஍
で，ଅ成࠿ഓよりٳ຾がਂい඼種を利
用して࠿ഓされている。9 月Լ०に定
植したגは一度ٳ຾状態になるが，自
વ௿Թを経過することによりٳ຾は打
ഁされる。อԹ開始時期は 12 月中Լ
०で，�ˆ以Լのੵ۰ૺࢉ時間が �00
ʙ �00 時間を目҆にする。これより
ૣくอԹすると茎葉はᛙ化し，஗す͗
ると茎葉がԢ盛になりす͗，いずれの
場合もऩྔがগなくなる。

なお，౦๺஍方のྫྷפ஍では，ٳ
຾打ഁを意識的に஗らͤ，2 月͝ろよ
りอԹを開始する௿ԹΧット࠿ഓが
຾֮੧状態の೺Ѳٳ。われているߦ
と，อԹ開始時期のܾ定がϙイント
となる。

ਤ ��　Πνΰͷ֤ܕ࡞ͱٳ຾ʢ໛ࣜਤʣ

ԭଜɿΠνΰͷܕ࡞ͷมભͱಛ௃　1�

�
�ૣख़࠿ഓ

トンネルまたはϋウスによるඃ覆࠿
ഓで，࿐஍࠿ഓより 1 か月程度ऩ֭
をૣめることができるが，トンネルは

؅理が面౗であり，ऩྔもগない。現
在，࠿ഓは΄とんどߦわれていない。

�
�཈੍࠿ഓ

，຾状態にあるබをྫྷଂしておきٳ

必ཁに応じて出ݿし，定植する方๏で
ある。イチΰの生産ྔのগない時期
に出ՙすることが可能で，� ʙ 11 月
に育බした大බをྫྷଂݿにஷଂしてお
き，� 月Լ०に定植して 9 ʙ 12 月に

ද��　����೥୅ޙ൒ͷܕ࡞

作型 地域 定植期 収穫期 現在の作型呼称 備考

寒地 8下～9上 11上～6中 加温促成 短日夜冷処理，加温

8中～9上
11中～1下，

3中～6上
夏期短日促成 短日処理，保温，青森県

8下 11上～5下 超促成 短日夜冷処理，加温

9上～中 12上～6上 促成，普通促成，ポット育苗 加温

8中
10中～12下

4中～5下
促成

短日夜冷，保温，

秋春2回どり，山形県

8下 1上～6中 ハウス無加温促成 保温

8下～9上 11上～5下

促成Ⅰ･Ⅱ型，早出し促成，高冷地，株

冷蔵，促成山上げ，山上げ促成，夜冷促

成，低温暗黒促成，超促成，促成11月ど

り，暗黒低温，夜冷育苗，促成早出し，

促成夜冷育苗

短日夜冷処理，低温暗黒処理，山上

げ，加温

9中～下 11下～5中
促成，ポット育苗，促成12月どり，促成

ポット育苗，電照促成
加温

9上～中 11中～5下

超促成，夜冷促成，早期作型，中山間超

促成，夜冷Ⅰ･Ⅱ型，夜冷短日育苗，低

温処理育苗

短日夜冷，低温暗黒，加温

9中～下 12上～6上
促成，無冷促成，普通作型，普通ポット

促成，普通ポット育苗，ポット育苗
加温

8下 2下～6中 加温半促成 加温

8中 5下～6中 無加温半促成 保温

1下～6上 加温+電照半促成 加温

2中～6上 無加温+GA半促成，無加温半促成 保温

4上～6上 低温カット 保温

2中～6上 電照半促成 保温

3上～6上 普通半促成 保温

3下～6上 電照半促成，半促成 保温

2下～6上 半促成，（ハウス早熟）

寒地 8下 6中～下 トンネル早熟

寒冷地 9中～下 4下～6中 ハウス早熟 保温

寒地 8下 6下～7中 露地

寒冷地 9上～9下 6上～7上 露地，露地普通

温暖地 9下～10下 5中～6中 露地，普通，トンネル雨よけ

8下 9中～12中 長期株冷 株冷蔵（12中～8下），保温

5中 7上～8上 短期株冷 株冷蔵（12上～5下），保温

温暖地 9上
10下～11下

4上～5下
二期どり

株冷蔵（12上～9上），保温，福井県

4上～5下 6下～11上 土耕春植え夏秋どり 保温

8下～10上 6上～ 土耕秋植え夏秋どり 保温

3中～下 6中～11上 高設夏秋どり 保温

3下～5上 6中～12中 夏秋どり，ハウス春定植 冷蔵苗

10上 6上～12中 夏秋どり，ハウス秋定植

4上 6上～翌年8下 周年栽培 宮城県

10上
12中～翌々年2

下
周年栽培 宮城県

温暖地 4中 7上～11下 夏秋どり 高冷地，中山間地

暖地 4上～5上 6下～12下 夏秋どり 中山間地，高標高地

野菜茶業研究所（2010）より作成

寒冷地

9上

10上温暖地

寒冷地

寒地

表－4　2000年代後半の作型　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

普通

（四季成

り）

促成

半促成

早熟

普通

抑制

寒冷地

9下

寒冷地

温暖地

暖地

寒地
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ऩ֭する。その後，自વ௿Թにૺ۰さ
ͤ，2 ʙ � 月に࠶ͼอԹすることによ
り，� ʙ � 月に 2 ճ目のऩ֭をܴえる
ことができる。高Թ期の࠿ഓのため，
果重や඼࣭が௿Լしやすく，高ྫྷ஍に
దした作型である。ଅ成࠿ഓのऩ֭期
がલ進し，またق࢛成り性඼種を利用
したՆळどり࠿ഓがී及するに൐っ
て，抑制࠿ഓの優Ґ性がബれ，࠿ഓ面
ੵが減গして現在では΄とんど見られ
なくなっている。

�
�ී௨࠿ഓʢ࿐஍࠿ഓʣ

ഓの発達で，現在はඇ常にগ࠿ઃࢪ
なくなっている。࿐஍࠿ഓではલ年ळ
に花芽分化しても，ؾԹが௿Լしてٳ
຾にブロックされ，またٳ຾から֮め
ても，自વԹ度が十分に上ঢするまで
花芽が発達しない。そのため，Թஆ
஍の場合，開花期は � 月，ऩ֭期は �
ʙ � 月となり，ྫྷפ஍ではそれͧれ �
月，� ʙ 7 月となってしまう。さらに
は，ӽౙ中に十分（過৒）な௿Թにૺ
うため，ٳ຾から׬全に֮੧し，春の
長日・Թஆによってランナーがૣく発
生し始め，ऩ֭期が 1 Χ月と୹くऩ
ྔも上がらない。

�
�ՆळͲΓ࠿ഓ

ق成り性඼種を利用して，Նळق࢛
にऩ֭する作型で，Նྫྷقྋな高ྫྷ஍
やྫྷפ஍で࠿ഓがߦわれている。イチ
ΰの生産ྔのগないՆळ期の出ՙが可
能である。一般に春植え࠿ഓが多く，

લ年の 10 月までに࠾බし，බচまた
はྫྷଂݿでӽౙさͤたබを � 月Լ०
ʙ � 月Լ०に定植し，� ʙ 11 月にऩ
֭する。લ年のळに分化した花๪は草
੎ҡ࣋のためすべてఠ除し，春以߱に
分化した花๪を長期ऩ֭する。ळ植え
ഓはલ年ळにබを定植し，ӽౙさͤ࠿
たגでཌ春から長期間ऩ֭する作型で
あるが，ౙ期間に十分な௿Թにૺ۰し
຾から֮੧しているため，春に草੎ٳ
がڧく草੎ҡ࣋が難しく，Նळ期の果
実඼࣭がྼる。

͓ΘΓʹ

現在，わが国のイチΰの作型は，ଅ
成࠿ഓとՆळどり࠿ഓの 2 つに集໿
されつつある。඼種は生態的特性から，
ळの後半から春までऩ֭するଅ成࠿ഓ
では一ق成り性඼種，初Նからळのલ
半までऩ֭するՆळどり࠿ഓではق࢛
成り性඼種が利用されている。しかし
ながら，作型は今後の඼種や࠿ഓٕज़
の開発によって変化するものとߟえら
れる。イチΰはӫཆൟ殖性で一般にラ
ンナー（גࢠ）で増殖するが，ۙ年，
育බのলྗ化とق࢛成り性の特性を利
用した日長ॲ理による花成制御が可能
な種ࢠൟ殖型඼種ʮよつぼしʯ（৿ら
201�）が育成され，ஆ஍・Թஆ஍で
のଅ成࠿ഓ，פ・高ྫྷ஍でのՆळどり
ഓにおいて҆定生産ٕज़が開発され࠿
ී及しつつある。今後，඼種開発では，
௿Թॲ理ではなく日長ॲ理による花成

制御が可能なق࢛成り性を༗するଅ成
，ഓ用඼種の育成が期଴される。また࠿
作型開発では，高生産性බのޮ཰的生
産ٕज़と周年ٕڅڙज़の開発による୹
期作型を૊み合わͤた周年҆定生産ٕ
ज़の֬立が๬まれる。

ݙɾҾ༻จߟࢀ
౻ ຊ幸ฏ 1971ɽイチΰ宝ަૣ生の生理生態

特性の解明による新作型開発に関する研
究ɽಸྑ農試特研ใ 1�1�1ɽ

ຊ 多౻༤ 19��ɽイチΰɽ野菜園ܳϋンυブッ
クɽཆݡಊ，QQ��09���9ɽ

ੴ ௩ɹ߂ 19�0� ෱Ӌイチΰのཅ೤࠿ഓɽ農
業及ͼ園ܳ �	�

 107��10�1ɽ

加 ౻ɹত 19��ɽ半ଅ成イチΰのૣ熟化に関
する研究ɽ（ୈ 1 ใ）トンネルイチΰのඃ
覆時期についてɽಢ木農試研ใ �
 ����0ɽ

উ ຢ޿ଠ࿠ 197�ɽオランダイチΰの起ݯと
発達ɽ農業及ͼ園ܳ ��	9

 111��1117ɽ

࿠ 19��ɽ作型の分化ɽ改ஶ・૯合᤟ࡾ୔ ۽
菜園֤ܳ࿦，ཆݡಊ，QQ�1��1�ɽ

๬ 月ཾ໵ 200�ɽイチΰɽ新ฤ野菜園ܳϋン
υブックɽཆݡಊ，QQ��1����0�

৿ Լণࢁ・ࡾ઒理 1991ɽ一ق成り性イチΰ
の୹日௿Թॲ理に対する感ड性の඼種間ࠩ
異ɽ園学雑 �0	�

 ��9����ɽ

৿ ɹ利थら 201�ɽڞ同育種によるイチΰ種
ൟ殖型඼種ࢠ b よつぼし ` の開発ɽ園学研 
1�	�
，�09��1�ɽ

৫ ా ໻ࡾ࿠ 201�ɽ࠿ഓイチΰの起ݯと来ྺɽ
イチΰ大事యɽ農จڠ，QQ�111��1117ɽ 

ԭ ଜɹ੣ 200�ɽイチΰˍ࠿ഓٕज़ૣわかりɽ
（ࣾ）全国農業ී及ڠ会 QQ�7��79ɽ 

紀உ 2010ɽ日ຊのイチΰɽ作型の分化ࢁ ࢪ
と発達ɽཆݡಊ，QQ�19�2�ɽ 

野 菜・஡業試ݧ場 19�9ɽ野菜の種類別作型
一ཡ（1990 年度൛）ɽ野菜・஡業試ݧ場研
究ࢿྉୈ 2 ߸，27�29ɽ

野 菜஡業研究所 2010ɽ野菜の種類別作型一
ཡ（2009 年度൛）ɽ農研ߏػ野菜஡業研究
所研究ࢿྉୈ � ߸，10��11�ɽ


